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研究成果の概要（和文）：本研究は，集団の知的生産性を予測する集団的知性と，集団のコミュニケーション特
徴である身体動作の類似性(身体的同調)の関連を検討した。その結果，1)話者間の感情状態が似ているほど身体
的同調が生じ，2)同調が生じるほど他者の感情の推測が正確になることが分かった。他方，アイデア創出課題に
おいては3)身体的同調が生じるほどアイデアの量は増える一方で，4)アイデアの質(独創性)は低下することが分
かった。また，5) 身体的同調が成員の満足度を低下させることも示された。身体的同調は，一般にコミュニケ
ーションを円滑にすると言われる一方で，アイデア創出の課題実施時には否定的な影響を与える可能性が示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship between collective intelligence and 
synchrony among group members. The results of multiple (dyadic or triadic) interaction experiments 
showed that the affective contrast between interactants suppressed synchrony (1) and synchrony 
improved the accuracy of judgment about affective states of an interaction partner (2). On the other
 hand, especially in a brainstorming task context, synchrony among group members increased the 
quantity of ideas (3), whereas the quality (i.e., creativity) of ideas was decreased due to a 
high-degree of synchrony (4). Perceived rapport was also decreased by synchrony (5). Previous 
studies have demonstrated that synchrony is a general facilitator of smooth communication; however, 
this study suggests that synchrony can have a detrimental impact on group task performance in an 
idea generation context.

研究分野：社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年，日本の知的生産性は先進諸国に後れ
をとっている。この問題を解決し，日本社会
が継続的な成長を続けていくためには，知的
生産の場面において「個」だけでなく「集団」
として最大限の力を発揮することが重要と
なる。集団の知的生産性を向上するためには，
集合現象としての集団的知性をコミュニケ
ーションの実践場面の中に位置づけて理解
する必要がある。 

 
２．研究の目的 
研究開始当初の背景を踏まえて本研究は，
集団の知的生産性の向上を予測する集団的
知性の機序を，コミュニケーション特徴の視
点から明らかにすることを目的とした。 
これを達成するために，まず，各成員のコ
ミュニケーション行動を個別的ではなく集
合的に捉えるために身体的同調に着目した。
これまでの社会心理学研究でも，実際のコミ
ュニケーション場面を対象に身体的同調を
検討してきた。ただし，行動データの取得を
主に観察者の手作業に頼るため，時間と手間
のかかる非効率な方法であった。そこで，各
種のセンサや測定機器を用いて人の行動を
自動取得し，得られた行動データを基に身体
的同調を捉える手法を提案することを第一
に目指すこととした。 
次に，各成員の具体的なコミュニケーショ
ン行動から集団的知性のモデル化を目指す
こととした。ここでは特に，集団的知性を，
効率的な情報共有を達成することで発揮す
る収束的知性と，各成員が独立した個人とし
て意見を寄せ合うことで発揮される発散的
知性とに分けてモデル化を目指すこととし
た。これにより，実践的な知として集団の知
的生産性の向上に貢献する。 
 
３．研究の方法 
まず，本研究課題の目的を達成するために
身体的同調の定量化を行う必要がある。そこ
で，各種のセンサや測定機器を用いて人の行
動を測定し，これを身体的同調の指標として
用いることの妥当性を検討する。第一には，
対人コミュニケーションの基本単位となる
二者間会話において検討を行うこととした。
次に，小集団コミュニケーション場面に拡張
したうえで，指標の妥当性を検討する。 
指標の妥当性が確認できたところで，身体
的同調がどのような環境で生じるのかにつ
いての先行要因の検討や，身体的同調が生じ
ることで話者間にどのような影響を与える
のかについて総合的に検討することとした。
ここでもまずは二者間会話を対象に検討す
ることとし，次いで，小集団コミュニケーシ
ョン場面に拡張して身体的同調が集団的知
性とどのような関連をもつのかを検討した。
さらに，成員間に生じた満足度などの心理的
指標との関連についても検討することとし
た。 

４．研究成果 
(1) 身体的同調における測定指標の提案と，
妥当性検証 
① 62名の女子大学生を対象に，二者間会話
実験を実施した。信号処理技術を応用し
た動画解析ソフト(Dipp-Motion Pro ver. 
224c)を用いて話者たちの身体動作を時
系列データとして取得し，これに対して
周波数解析の1つであるwavelet解析を適
用することで話者間に生じた身体的同調
を定量化した。具体的には，cross wavelet 
coherence(WTC)値を用いて身体的同調を
評価した(Fig. 1)。 

 
Fig. 1 二名の話者たちの身体動作から 
計算したWTC値のパネル 

 
実際の会話参加者から得られたWTC値
と，ペアをランダムに分割・再構成して
作成した疑似ペアから得られたWTC値
を比較した結果(Pseudo-synchrony 
paradigm, Bernieri & Rosenthal, 1991)，実
際の会話参加者から得られたWTC値の
方が有意に高いことが確認された。この
結果を基に，本研究で提案したWTC値
を用いた身体的同調の定量化手法の妥当
性が支持されたといえる。[雑誌論文⑥] 
 
② 39名の男女大学生を対象に三者間会話を
実施し，小集団会話における身体的同調
の取得手法について検討した。深度セン
サ(Kinect v2; Microsoft)を用いて参加者の
行動を時系列データとして取得し，これ
に対して multiple wavelet 解析を実施し，
小集団における身体的同調の指標として
multiple wavelet coherence(MWC)値を算
出した(Fig. 2)。 

 
Fig. 2 三名の話者たちの身体動作から 
計算したMWC値のパネル 

 



二者間会話で検討したときと同様に，
Pseudo-synchrony paradigm を用いて実際
の集団と疑似集団の MWC 値を比較した
結果，実際の集団から得られた MWC 値
の方が有意に高いことが確認された。こ
の結果を受けて，三人で構成される小集
団においても身体的同調を定量化できる
ことが示された。[雑誌論文⑤] 
 
(2) 身体的同調の先行要因およびその帰結に
関する検討 
① 66名の男女大学生(研究 1)および 74名の
女子大学生(研究 2)を対象に，二者間会話
実験を実施した。信号処理技術を応用し
た動作解析手法のMotion Energy Analysis 
(MEA; Ramseyer & Tschacher, 2011)を用い
て話者たちの身体動作を時系列データと
して取得し，これを用いて WTC 値を算
出した。その結果，話者たちが会話前に
感じていた感情価自体は WTC 値に有意
な影響を与えることはなかった一方で
(研究 1)，話者間に生じた感情価の相違は
WTC 値を有意に減少させることが明ら
かになった(研究 2)。このことから，話者
間における状態の類似性が身体的同調の
先行要因になることが示された。 
[雑誌論文①] 
 
② 62名の女子大学生を対象に，二者間会話
実験を実施した。信号処理技術を応用し
た動画解析ソフト(Dipp-Motion Pro ver. 
224c)を用いて話者たちの身体動作を時
系列データとして取得し，これを用いて
WTC値を算出した。また，会話後に質問
紙を用いて「会話中の自身の感情状態」
と「会話中の相手の感情状態の推測」を
それぞれ測定した。その結果，WTC値が
高いほど，相手のネガティブ感情の推測
が正確になることが明らかになった。こ
のことから，話者間に生じた身体的同調
は，話者同士の互いの状態推測を正確に
することが示された。 
[雑誌論文④] 
 
 
(3) 身体的同調と集団的知性の関係に関する
検討 
① 36名の男女大学生を対象に，ブレインス
トーミング課題を行う集団会話実験を実
施した。ここでは，椅子型センサデバイ
ス SenseChairを用いて参加者の重心・重
量の時系列データを取得し，これをそれ
ぞれの参加者の行動データとして解析し
た。一集団につき着座者 3 人分の時系列
揺動データに窓関数を用いて短時間フー
リエ変換をすることで，時系列振幅スペ
クトルデータを得，これを身体的同調の
指標として用い，ブレインストーミング
課題時において出された案の量と質に与
える影響を検討した(Fig. 3)。 

 
Fig. 3 ある集団の身体的同調の時系列 
変動と，発案のタイミング 

 
分析の結果，話者たちに身体的同調が生
じるほど案の量は増えたのに対して，案
の質(i.e., アイデアの独創性)については
低下することが明らかになった。これは，
各成員が独立した個人として意見を寄せ
合うことで発揮される発散的知性におい
て，話者間の類似性向上と関連する身体
的同調は負の影響をもたらすことを示し
ている。[雑誌論文③] 
 
② 39名の男女大学生を対象に，ブレインス
トーミング課題を行う集団会話実験を実
施した。ここでは，深度センサ(Kinect v2; 
Microsoft)を用いて参加者の行動を時系
列データとして取得し，これに対して
multiple wavelet解析を実施し，小集団に
おける身体的同調の指標として multiple 
wavelet coherence(MWC)値を算出した。さ
らに，課題後に質問紙を用いてラポール
を測定した。その結果，MWC 値が高い
ほど，ラポールが低下することが分かっ
た。これは，発散的知性の発揮を求める
課題時には，身体的同調が成員間の関係
性に負の影響をもたらす可能性があるこ
とを示している。[雑誌論文②] 
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